
浜田圏域
県管理河川に関する減災対策協議会

（フォローアップ）

【資料１】

・平成30年度の実施状況
・令和元年度の取組予定
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最大約6.3m

最大約6.2m

最大約6.0m

最大約5.3m

最大約5.3m

項 目 １．想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図の作成・周知

内 容
H30年度取組 八戸川・敬川を作成・公表し、江津市へ提供（H30.11.16江津市説明）

R元年度予定 三隅川、周布川、浜田川、下府川を作成し、浜田市へ提供

取組機関 島根県

八戸川 想定最大規模降雨_Ｌ２（H31.2.22公表）

降雨量 471mm/24hr

浸水面積全体 1.42km2

最大浸水深 約6.3m
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項 目 １．想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図の作成・周知

内 容
H30年度取組 八戸川・敬川を作成・公表し、江津市へ提供（H30.11.16江津市説明）

R元年度予定 三隅川、周布川、浜田川、下府川を作成し、浜田市へ提供

取組機関 島根県

八戸川 想定最大規模降雨_Ｌ２（H31.2.22公表）

※江の川本川の水位の影響を考慮しない
（等流水位を出発水位とする）

最大浸水継続時間 約28時間

最大浸水継続時間 約25時間

最大浸水継続時間 約29時間

最大浸水継続時間 約54時間

最大浸水継続時間 約29時間

最大浸水継続時間 約28時間

最大浸水継続時間 約31時間

最大浸水継続時間 約58時間

降雨量 471mm/24hr

浸水面積全体 1.42km2

最大浸水継続時間 約58時間
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最大約2.4m

最大約2.3m

最大約2.8m

項 目 １．想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図の作成・周知

内 容
H30年度取組 八戸川・敬川を作成・公表し、江津市へ提供（H30.11.16 江津市説明）

R元年度予定 三隅川、周布川、浜田川、下府川を作成し、浜田市へ提供

取組機関 島根県

敬川 想定最大規模降雨_Ｌ２（H31.2.22公表）

降雨量 609mm/24hr

浸水面積全体 0.66km2

最大浸水深 約2.8m

4



最大浸水継続時間 約9時間

○敬川の堤内地は、1m以上の排水路
が多く、浸水継続時間が短くなった。

：ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ
：樋門樋管、排水口
：盛土
：水路モデル

項 目 １．想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図の作成・周知

内 容
H30年度取組 八戸川・敬川を作成・公表し、江津市へ提供（H30.11.16江津市説明）

R元年度予定 三隅川、周布川、浜田川、下府川を作成し、浜田市へ提供

取組機関 島根県

敬川 想定最大規模降雨_Ｌ２（H31.2.22公表）

降雨量 471mm/24hr

浸水面積全体 0.66km2

最大浸水継続時間 約9時間
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項 目 ３．避難勧告等の発令に着目した水害対応タイムラインの策定

内 容
H30年度取組 出水期前に連絡調整会議を開催し、関係機関で水害対応ﾀｲﾑﾗｲﾝ、ﾁｪｯｸﾘｽﾄ等の情報を

共有。 実洪水・情報伝達訓練を通じ必要に応じて見直し。

R元年度予定 出水期前に連絡調整会議を開催し、関係機関で水害対応ﾀｲﾑﾗｲﾝ、ﾁｪｯｸﾘｽﾄ等の情報を
共有。 実洪水・情報伝達訓練を通じ必要に応じて見直し。

取組機関 協議会全体

周布川 中場観測所 下府川 府中橋観測所 敬川 敬川橋観測所

浜田川 浜田大橋観測所 三隅川 三隅観測所 八戸川 江尾観測所
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項 目 ４．洪水時における河川管理者からの情報提供（ホットラインの定着）

内 容
H30年度取組 情報伝達演習の実施【H30.4.25】

実洪水でのホットライン無し

R元年度予定 情報伝達演習においてホットラインを実施【H31.4.25】

取組機関 浜田市、江津市、島根県

周布川における水位とホットライン（情報伝達）・避難勧告等
（H29.7.4～5）

＜避難状況＞
避難勧告 ５日 ５：４８ 周布町を含む８町 （２,８１６世帯、６,２８３人） に発令
避難指示 ５日 ８：１０ 周布町を含む８町 （２,８１６世帯、６,２８３人） に発令
避難状況 避難所へは「最大４５６人」が避難

水防本部（河川課水防室）の状況

河川に関する情報伝達演習
（H30.4.25）

ホットラインを含めた情報伝達演習を実施
（H31.4.25）

【H29.7豪雨時の状況】
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項 目 ５．避難勧告等の発令判断を的確に行うための水防情報提供の充実

内 容
H30年度取組 次期水防情報システム開発実施（島根県）【H31.3.中旬完成】

R元年度予定 次期水防情報システム運用開始（島根県）

取組機関 松江地方気象台、島根県 閲覧方法
パソコン
https://www.suibou-shimane.jp/pc
スマートフォン
https://www.suibou-shimane.jp/s

②画面構成の改善

・地図の拡大・縮小が可能
⇒見たい場所をすぐに見られる

③提供する情報内容の充実①スマートフォン用サイト追加

【次期水防情報システムのポイント】

スマートフォン画面の特徴 利用しやすく、見やすい画面構成

・GPS機能で自分の場所を表示できる
⇒周辺の危険な箇所を確認できる

・スマートフォンの画面サイズに
適した画面構成で情報を提供

水位状況表 河川監視カメラ情報

河川監視カメラ情報
視覚的に水位状況の変化を把握できる

危険度レベルに応じた一覧表示
水位の危険度レベルに応じて着色をし、
危険度が高い観測局から並べて表示する
ことで、危険箇所の把握が容易にできる。

・地図や表などを用い、危険度
状況に応じてアイコン等を着色
することで視覚的に危険状況が
確認できる

・上と横にタブを設けて、見たい
画面への移動が簡単にできる

県内の状況が直感的に把握できる
トップページ画面

過去の画像を並べて表示し水位変化が把握できる
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項 目 ５．避難勧告等の発令判断を的確に行うための水防情報提供の充実

内 容
H30年度取組 次期水防情報システム開発実施（島根県）【H31.3.中旬完成】

R元年度予定 次期水防情報システム運用開始（島根県）

取組機関 松江地方気象台、島根県

〇水防情報システムの周知を図るためパンフレットを作成
小学生向けパンフレット

（一般向けと小学生向けの２種類）
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項 目 ５．避難勧告等の発令判断を的確に行うための水防情報提供の充実

内 容
H30年度取組 次期水防情報システム開発実施（島根県）【H31.3.中旬完成】

R元年度予定 雨量計・水位計の更新（島根県）

取組機関 松江地方気象台、島根県

◆雨量計・水位計の更新
現状
◆観測施設の老朽化に伴う通信異常

雨量計・水位計整備 Ｈ 8年度から順次整備
河川監視カメラ施設 Ｈ13年度から順次整備

更新 整備
・観測施設更新による確実な情報の提供
・ＩＰ方式移行による通信性能の向上

〔通信の冗⾧化・高速化〕

整備内容 現状

整備

インターネット

【市町村・関係機関】

水防情報
FAX

水防情報
河川監視画像

県民向け
（PC)

県民向け（携帯）

県民向け（スマホ）

インターネット

【市町村・関係機関】
水防情報

FAX

水防情報
河川監視画像

県民向け
（PC)

県民向け（携帯）

県民向け（スマホ）

水位局 74局 雨量局 38局 河川監視カメラ 17局

水位局 74局 雨量局 38局 河川監視カメラ 17局

【観測局】
【A中継局】

観測データ

200ｂｐｓ
防災行政無線

【A県土】

【県庁】

防災行政無線

【B県土】【B中継局】

【C中継局】 【C県土】

アナログ方式
（非IP方式）

【観測局】
【A中継局】

観測データ
防災行政無線

【A県土】

【県庁】

防災行政無線

【B県土】【B中継局】

【C中継局】 【C県土】

テレメータ（無線）

デジタル方式
（IP方式）

【更新】

テレメータ（無線）

1,200ｂｐｓ
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項 目 ５．避難勧告等の発令判断を的確に行うための水防情報提供の充実

内 容
H30年度取組 大雨警報、注意報（浸水）について新基準での運用開始、降水短時間予想を現行の６時間先

から１５時間先へ延⾧（松江地方気象台）

R元年度予定 警報、注意報の基準について評価及び検証を行い、必要に応じて基準の見直しを行う（松江
地方気象台）

取組機関 松江地方気象台、島根県
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新設；危機管理型水位計
▲ 周布川、八戸川

凡 例

（既設：黒） （新設：赤）

（雨量計） ：県（河川、ダム）

：県（砂防）

：国交省

（水位計） ：県

：国交省

項 目 ６．水害リスクの高い箇所を監視する簡易水位計等の整備

内 容
H30年度取組 島根県/危機管理型水位計の整備〔浜田市：周布川、江津市：八戸川〕

R元年度予定 島根県/危機管理型水位計の運用開始、河川監視カメラの増設〔浜田市：下府川（府中橋）、
浜田川（浜田大橋）、三隅川（三隅） 江津市：敬川（敬川橋）、八戸川（江尾）

取組機関 浜田市、江津市、島根県

危機管理型水位計の整備

▲

▲

危機管理型水位計 水位データ閲覧方法
https://k.river.go.jp/
（パソコン・スマートフォン共通）

周布川

八戸川

浜田市
周布川
栃下橋

江津市
八戸川
⾧尾橋
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危機管理型水位計の閲覧方法

項 目 ６．水害リスクの高い箇所を監視する簡易水位計等の整備 目標時期：平成30年度から順次実施

内 容
H30年度取組 島根県/危機管理型水位計の整備〔浜田市：周布川、江津市：八戸川〕

R元年度予定 島根県/危機管理型水位計の運用開始、河川監視カメラの増設〔浜田市：下府川（府中橋）、
浜田川（浜田大橋）、三隅川（三隅） 江津市：敬川（敬川橋）、八戸川（江尾）

取組機関 浜田市、江津市、島根県
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整備事例〔飯梨川（矢田）〕

項 目 ６．水害リスクの高い箇所を監視する簡易水位計等の整備 目標時期：平成30年度から順次実施

内 容
H30年度取組 島根県/危機管理型水位計の整備〔浜田市：周布川、江津市：八戸川〕

R元年度予定 島根県/危機管理型水位計の運用開始、河川監視カメラの増設〔浜田市：下府川（府中橋）、
浜田川（浜田大橋）、三隅川（三隅） 江津市：敬川（敬川橋）、八戸川（江尾）

取組機関 浜田市、江津市、島根県

■：新設（16基）
※水位周知河川の未設置箇所
※R2映像配信予定

■：更新（17基）
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項 目 ６．水害リスクの高い箇所を監視する簡易水位計等の整備 目標時期：平成30年度から順次実施

内 容
H30年度取組 浜田市／河川監視カメラの整備〔周布川、三隅川、岡見川、都川川〕

R元年度予定 浜田市／河川監視カメラ設置状況の検証

取組機関 浜田市、江津市、島根県

浜田市では、市民や自主防災組織、消防団員等が安全に河川の状況を確認できるように、平成30年度事業で河川監視
カメラを整備し、画像を公開している。

設置場所 周布川（2箇所）、三隅川（1箇所）、岡見川（1箇所）、都川川（1箇所）
河川区域内への設置にあたっては、島根県土整備事務所の河川占用許可を受けている。
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項 目 ６．水害リスクの高い箇所を監視する簡易水位計等の整備 目標時期：平成30年度から順次実施

内 容
H30年度取組 江津市、島根県／水位表示板の整備〔都治川〕

R元年度予定 ー

取組機関 浜田市、江津市、島根県

水位表示板の整備〔都治川〕

7/6 18:26頃

都治川（江津市）
・H30.7豪雨の状況

設定水位を
追加表示
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項 目 ７．出前講座や広報紙を活用した防災知識の普及

内 容
H30年度取組 各市広報紙、新聞広報（考える県政）、防災出前講座、水防技術講習会

R元年度予定 新聞広報、出前講座等を継続実施

取組機関 浜田市、江津市、島根県

各市広報紙、防災出前講座浜田市 広報紙 江津市 広報紙

平成３０年度 浜田市
防災出前講座を１３３回 開催 17

平成３０年度 江津市
防災研修会を１６回・防災訓練を８回 開催

川越地区 川越地区

６月号６月号表紙８月号表紙６月号



項 目 ７．出前講座や広報紙を活用した防災知識の普及 目標時期：継続実施

内 容
H30年度取組 新聞広報、出前講座等を継続実施

R元年度予定 新聞広報、出前講座等を継続実施

取組機関 浜田市、江津市、島根県

〇島根県の取組状況

防災研修会の実施（島根県・松江地方気象台） 新聞広報（考える県政）による情報発信（島根県）

平成３０年６月２３日(土) 考える県政（新聞広告）日 時 ： 平成３０年５月２５日（金）１３：１５～１６：１５
場 所 ： 島根県建設技術センター ２階研修室
内 容 ： 水防法の概要（河川課）

平成３０年度島根県水防計画（河川課）
島根県の気象と防災気象情報の利活用（松江地方気象台）
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項 目 ７．出前講座や広報紙を活用した防災知識の普及 目標時期：継続実施

内 容
H30年度取組 新聞広報、出前講座等を継続実施

R元年度予定 新聞広報、出前講座等を継続実施

取組機関 浜田市、江津市、島根県
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項 目 ８．水害リスクの高い重要水防区域、危険な箇所の共同点検

内 容
H30年度取組 出水期前に連絡調整会議を開催し、「危険な箇所」「重要水防区域」「水防資機材」

の共同点検を実施。「水防資機材」の提供方法についても確認

R元年度予定 出水期前に連絡調整会議を開催し、「危険な箇所」「重要水防区域」「水防資機材」
の共同点検を実施。「水防資機材」の提供方法についても確認

取組機関 浜田市、江津市、各消防団等、島根県

H30 連絡調整会議、共同点検（H30.6.8）

危険な箇所の点検状況 点検結果の確認状況

＜共同点検＞

○日時 ： 令和元年６月１９日（水）
９：３０～１５：３０

○参加機関 ：

地元自治会 …… 美川地区、周布地区
地元消防団
浜田市（維持管理部、総務部）
島根県（維持管理部管理課、企画調

整スタッフ）

○内容 ：

出水状況などの聞き取り
現地調査（徒歩により指定区域内の

巡視）

20

水防資機材倉庫

【江津倉庫・河内倉庫】
麻縄

丸太杭

トラロープ
土のう袋

各工具類



項 目 １１．河川改修、堆積土砂の撤去等による洪水氾濫を未然に防ぐ対策 目標時期：平成28年度から継続実施

内 容

H30年度取組 樋門の⾧寿命化３箇所、護岸等修繕７箇所、河川掘削６箇所を実施

R元年度予定
樋門の⾧寿命化３箇所 護岸等修繕７箇所 河川掘削５箇所を県単独費で実施するほか、
「防災・減災・国土強靭化のための３か年緊急対策」予算（H30年度補正・H31年度）によ
り１５河川２２箇所の河道内樹木伐採や掘削を実施する予定

取組機関 島根県

平成３０年度実施状況

護岸等修繕

河川掘削

細田川 （浜田市三隅町折居地内） 玉川 （江津市桜江町市山地内）

三隅川 （浜田市三隅町向野田地内） 日和川 （江津市桜江町江尾地内）
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項 目 １１．河川改修、堆積土砂の撤去等による洪水氾濫を未然に防ぐ対策 目標時期：平成28年度から継続実施

内 容

H30年度取組 樋門⾧寿命化 ３箇所、 護岸等修繕 ７箇所、 河川掘削 ６箇所を実施

R元年度予定
樋門⾧寿命化 ３箇所、 護岸等修繕 ７箇所、 河川掘削 ５箇所を県単独費で実施するほか、
「防災・減災・国土強靭化のための３か年緊急対策」予算（H30年度補正・R元年度）により
１５河川２２箇所の河道内「樹木伐採」や「掘削」を実施する予定

取組機関 島根県

令和元年度実施予定箇所
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平面図

【凡例】
：堤防決壊箇所
：浸水範囲
：災害費(越水させない原形復旧)
：関連費

①
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20
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整備前 整備後

浸
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家
屋
（
戸
）

浸水家屋

０床下8

床
上
35

*数値は事業区間のみ

家屋浸
水

が解消

①

江の川支流の八戸川では、浸水面積約１００ha 家屋浸水５３戸の甚大な被害が発生。堤防を越水した約１,２００ｍ
区間について、「越水させない原形復旧」を適用した河川災害関連事業により、堤防嵩上げを実施し再度災害
の防止を図る。

河 川 名：一級河川江の川水系八戸川
事業箇所：江津市桜江町川戸～小田
事業延長：左岸 1,161ｍ、右岸 674ｍ
事業概要：堤防盛土工93,000 
事 業 費：11.4億円

（災害費9.8億円 関連費1.6億円）
事業期間：平成30年度から3カ年（予定）

②

③

大田市

浜田市

江津市

江の川

横 断 図
被災水位まで堤防を嵩上げ

▽被災水位

床上浸水（戸） 床下浸水（戸） 合計（戸）

右岸 8 2 10

左岸 27 6 33

事業区間における家屋及び農地被害一覧

一級河川江の川水系八戸川 河川災害関連事業

②
③
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項 目 １２．排水施設、排水資機材等の情報を共有 目標時期：継続実施

内 容
H30年度取組 島根県水防計画により排水施設、排水機材の情報共有

R元年度予定 島根県水防計画により排水施設、排水機材の情報共有

取組機関 浜田市、江津市、浜田河川国道事務所、島根県

令和元年度 島根県水防計画抜粋
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浜田圏域県管理河川に関する減災対策協議会　（ 各機関における取組内容の詳細 及び　取組状況 )
赤字 ： H30 取組内容
青字 ： R元 取組予定

浜　　田　　市 江　　津　　市 浜 田 河 川 国 道 事 務 所 松 江 地 方 気 象 台 島　　根　　県

■ 水害リスク情報等を地域と共有し、命を守るための確実な避難の実現

・想定最大規模降雨による浸水想定区域図作成・公表
し、関係市へ提供。
・H29 ～ 江津市
・H31 ～ 浜田市

・八戸川、敬川の洪水浸水想定区を作成・公表し江津
市へ提供　【H31.2.22】
・三隅川、周布川の洪水浸水想定区域図に着手

・三隅川、周布川、浜田川、下府川の洪水浸水想定区
域図を作成・公表し浜田市へ提供

・県の浸水想定区域図公表の後に、水害ハザードマッ
プの見直し。
・ハザードマップポータルサイトへ登録し、住民等へ広く
周知。
・印刷物の各戸配布。

・県の浸水想定区域図公表の後に、水害ハザードマッ
プの見直し
・ハザードマップポータルサイトへ登録し、住民等へ広く
周知
・印刷物の各戸配布

・転入者等への水害ハザードマップの配布 ・ハザードマップポータルサイト登録済み

・転入者等への水害ハザードマップの配布 ・水害ハザードマップの見直し、印刷物の各戸配布

・既存の水害対応チェックリストを基に水害対応タイム
ラインを作成
・実洪水、情報伝達訓練を踏まえ適宜見直し

・既存の水害対応チェックリストを基に水害対応タイム
ラインを作成
・実洪水、情報伝達訓練を踏まえ適宜見直し

・タイムラインの策定に関する支援
・水害対応タイムラインの確認・調整。水害対応タイムラ
インにおいて防災気象情報を有効に活用する観点から
助言

・既存の水害対応チェックリストを基に水害対応タイム
ラインを作成
・実洪水、情報伝達訓練を踏まえ適宜見直し

・出水期前の情報伝達演習等を通じるなどにより連絡
体制の定着を図る

・出水期前の情報伝達演習等を通じるなどにより連絡
体制の定着を図る

・出水期前の情報伝達演習等を通じるなどにより連絡
体制の定着を図る

・情報伝達訓練でホットラインを実施  【H30.4.25】
・浜田市総合防災訓練においてホットラインによる情報
伝達訓練を実施　【H30.6.3】

・洪水対応演習に併せ、ホットライン連絡先の確認を実
施　【 H30.4.25 】

・情報伝達演習でホットラインを実施　【H30.4.25】

・情報伝達訓練を実施（ホットライン訓練なし）
【H31.4.25】

・洪水対応演習に併せ、ホットライン連絡先の確認を実
施　【H31.4.25】

・情報伝達演習でホットラインを実施　【H31.4.25】

・防災気象情報の改善
　〇危険度を色分けした時系列
　〇警報級の可能性の提供
　〇危険度分布（メッシュ情報）の充実

・次期水防情報システムの開発
　〇操作法を改善し迅速な情報提供

　〇観測データの異常値チェック機能

　〇ｽﾏｰﾄﾌｫﾝに対応した情報提供

　〇訓練シナリオの充実

・雨量計、水位計等の更新

・平成30年6月20日より降水短時間予報をこれまでの6
時間先までから15時間先まで延長
・平成31年3月14日より、台風強度予報をこれまでの3
日間から5日間先まで延長

・次期水防情報システム運用開始　【H31.3.8】
・雨量計、水位計等の更新工事に着手　【H31.3契約】

・大雨警報・注意報（浸水害）洪水警報・注意報等の基
準についての評価及び検証を行い、必要に応じて基準
の見直しを行う。

・雨量計、水位計更新等の更新 【H33.3迄】

取　組　機　関
備　　考主な取組項目 対　　象 目 標 時 期

1
想定最大規模降雨に係る洪水浸水
想定区域図の作成・周知

周布川、浜田川、
下府川、三隅川
八戸川、敬川

平成31年度末まで

2 水害ハザードマップの改良・周知 対象流域 平成33年度末まで

3
避難勧告等の発令に着目した水害
対応タイムラインの策定

周布川、浜田川、
下府川、三隅川
八戸川、敬川

平成30年度出水期まで

4
洪水時における河川管理者からの
情報提供（ホットラインの定着）

周布川、浜田川、
下府川、三隅川
八戸川、敬川　他

平成28年度から継続実施

5
避難勧告等の発令判断を的確に行
うための水防情報提供の充実

圏域 平成32年度末まで

・対象河川の水害対応タイムラインの作成 【 H29.11.6 】
・減災対策協議会の場で再確認 【 H30.5.31 】

・実洪水、情報伝達訓練を通じて検証を行う

【資料２】
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浜　　田　　市 江　　津　　市 浜 田 河 川 国 道 事 務 所 松 江 地 方 気 象 台 島　　根　　県

取　組　機　関
備　　考主な取組項目 対　　象 目 標 時 期

-
・地域住民にも分かりやすい橋桁等への水位表示の設
置を河川管理者と調整し推進する

・モデル河川に簡易水位計を整備し、効果を検証した
上で順次拡大を図る

・河川監視カメラの設置（５箇所）
（下府川、浜田川、都川川、岡見川）
・市ＨＰでのカメラ画像配信開始

・河川管理者と調整の上、都治川に量水標の設置（１箇
所）を実現した

・簡易水位計の整備
　浜田市：周布川（栃下橋）
　江津市：八戸川（長尾橋）
・水表示板整備
　江津市：都治川
・水位計、河川監視カメラの工事発注
　○河川監視カメラ
　浜田市：下府川、浜田川、三隅川
　江津市：敬川、八戸川
　○水位計
　江津市：敬川

・市ＨＰでのカメラ画像配信（継続）
・設置状況の検証

― ・水位計、河川監視カメラの工事の実施

・防災出前講座により避難行動や情報収集手段の周
知、啓発
・広報紙への防災特集記事掲載による防災情報発信

・出前講座等により水防情報の入手、活用方法等につ
いて周知を図る

・防災知識の普及に協力
・出前講座等により防災気象情報の入手、活用方法等
について周知。また、協議会として防災教育を実施する
際には講師派遣、資料提供に対応。

・出前講座により水防情報の入手、活用方法等につい
て周知
・広報紙を活用した防災情報発信

・防災出前講座 133回開催（H31.3月末現在）
・広報６月号防災特集（土砂災害・洪水災害）記事掲載
・広報10月号ダム機能及び非常時警報活動等記事掲
載

・出前講座　風水害関係７回実施
・広報６月号水防情報記事掲載
・広報８月、９月号　７月豪雨災害特集記事掲載

・水防技術講習会実施　【H30.3.18】
・江の川総合水防演習において、演習や展示等で防災
知識の普及　【H30.5.13】
・渡津小学校において、災害から身を守るための出前
講座実施　【H30.5.10】
・川本小学校において、川本町の災害、災害から命を
守るための出前講座実施　【H30.10.19】

・浜田市防災会議において、津波防災に関する知識の
普及を実施した　【H29.5.19】
・江の川洪水予報連絡会幹事会において、防災気象情
報の改善について説明した　【H29.6.7】
・浜田市総合防災訓練において気象、地震に関するパ
ネル展示を実施した　【H29.6.11】
・江津市青陵中において津波ワークショップを実施した
【H29.10.17】

・新聞広報（考える県政）　【H30.6.23】
・江の川総合水防演習において、パネル・模型展示
【H30.5.13】
・桜江小学校へH30.7豪雨に関する出前講座
【H30.11.8】

・防災出前講座開催、広報紙掲載 ・出前講座の実施、広報紙掲載 ・防災知識の普及に協力 ・出前講座等 ・新聞広報、出前講座等

・出水期前に重要水防区域、危険な箇所、水防資機材
等について、河川管理者・市・消防団等と共同点検

・出水期前に重要水防区域、危険な箇所、水防資機材
等について、河川管理者・市・消防団等と共同点検

・出水期前に重要水防区域、危険な箇所、水防資機材
等について、河川管理者・市・消防団等と共同点検

・出水期前の共同点検（周布川）  【H30.6.8】 ―

・周布川の共同点検を実施　【H30.6.8】
・水防資器材の提供方法について検証（浜田県土から
遠方にある江津水防倉庫については、江津市へ鍵を貸
与）
・水防倉庫内の整理

・出水期前の共同点検を行う（周布川は継続） ・出水期前に共同点検を行う
・出水期前に共同点検を行う
・引き続き、水防倉庫内の整理・収納位置の明確化等
に努める

・浸水実績等の周知検討 ・浸水実績等の周知検討
・過去の浸水実績や簡易な方法を活用した浸水想定区
域を関係市へ提供。
・役場等に係る河川を中心に対象河川を調整

― ― ―

― ― ―

圏域 平成30年度から順次実施

7
出前講座や広報紙を活用した防災
知識の普及

圏域 毎年継続実施

8
水害リスクの高い重要水防区域、
危険な箇所の共同点検

下府川、
八戸川　他

平成30年度から

9 水害危険性の周知促進 ― 平成32年度から

6
水害リスクの高い箇所を監視する
簡易水位計等の整備

2 



浜　　田　　市 江　　津　　市 浜 田 河 川 国 道 事 務 所 松 江 地 方 気 象 台 島　　根　　県

取　組　機　関
備　　考主な取組項目 対　　象 目 標 時 期

■ 要配慮者利用施設における確実な避難

・平成29年度施設管理者宛計画作成・提出依頼
・随時面談・電話による作成相談を実施
・提出された避難確保計画について点検し、修正の助
言を実施

＜H29.3末時点＞
　対象施設　　　６３施設
　作成済施設　 　０施設

・対象施設の策定状況の把握と策定に必要な支援の実
施

＜H29.3末時点＞
　対象施設　　　１０施設
　作成済施設　 　０施設

・平成28年度施設管理者向け説明会の開催
・避難確保計画作成に関する支援

・平成28年度施設管理者向け説明会の開催
・避難確保計画において防災気象情報を有効に活用す
る観点から助言

・平成28年度施設管理者向け説明会の開催
・モデル施設で作成する避難確保計画を協議会の場で
共有
・例）モデル施設で避難確保計画の作成

＜H31.3月末時点＞
　対象施設　　　　　５７施設
　作成済施設　 　　　６施設

・H31.2公表予定の浸水想定区域（八戸川、敬川）にあ
る対象施設のピックアップ

・説明会・支援に関する依頼なし ― ―

・計画作成支援（継続）
・令和元年度中に公表予定の浸水想定区域内施設の
精査

・対象施設すべての策定状況の把握と作成着手の実
施

・作成支援に協力する ― ・作成支援に協力

■ 被災すると社会経済に大きな影響を与える施設や基盤の保全を図る

・通水を阻害する堆積土砂・立木の撤去について県と
調整し優先箇所を定めて順次実施

・通水を阻害する堆積土砂・立木の撤去について県と
調整し優先箇所を定めて順次実施

・河川整備状況を共有
・河川改修、水門、排水施設の長寿命化について計画
的に実施
・通水を阻害する堆積土砂・立木の撤去について関係
市と調整し優先箇所を定めて順次実施

― ・八戸川ほか「６河川」で実施 ・細田川ほか「１３河川」で実施

― ・八戸川ほか「６河川」で実施予定 ・細田川ほか「１４河川」で実施予定

・排水施設、排水資機材等の情報の共有 ・排水施設、排水資機材等の情報の共有
・排水施設、排水資機材等の情報の提供
・排水計画策定に関する助言

・排水施設、排水資機材等の情報の共有
・長期にわたり浸水が継続し重要施設（市町村庁舎等）
が存する地域において排水計画を作成

・平成30年度水防計画により排水施設、排水機材の情
報共有

・県水防計画により排水施設、排水機材の情報を共有
・排水施設、排水資機材等の情報の提供済み
・排水計画に関する支援なし

・平成30年度水防計画により排水施設、排水機材の情
報共有

・平成31年度水防計画により排水施設、排水機材の情
報共有

・県水防計画により排水施設、排水機材の情報を共有
・排水施設、排水資機材等の情報提供を行う
・排水計画策定に協力する

・平成31年度水防計画により排水施設、排水機材の情
報共有

・浸水想定区域内の庁舎や災害拠点病院等に対する
情報伝達体制・方法の情報提供
・浸水想定区域内の市庁舎の機能確保のため、耐水
化・非常用電源等の必要な対策について、情報提供

・浸水想定区域内の災害拠点施設に対する情報伝達
体制・方法について共有を図る

・自衛水防推進に関する支援

・浸水想定区域内の庁舎や災害拠点病院等に対する
情報伝達体制・方法の共有
・浸水想定区域内の市庁舎の機能確保のため、耐水
化・非常用電源等の必要な対策について、協議会で共
有

― ― ―

― ― ―

13
市町村庁舎等の災害拠点施設の
自衛水防の推進

圏域 平成29年度から継続実施

10
要配慮者利用施設の管理者が策定
する避難確保計画作成支援

圏域 平成28年度から継続実施

11
河川改修、堆積土砂の撤去等によ
る洪水氾濫を未然に防ぐ対策

圏域 平成28年度から継続実施

12
排水施設、排水資機材等の情報
を共有

圏域 毎年継続実施
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